
◆
防
犯
推
進
協
議
会
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

平
素
は
修
徳
自
治
連
合
会

活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
賜

り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
少
し
ず

　

平
素
は
社
会
福
祉
協
議
会

の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
よ
り
地
域
行

事
が
ほ
と
ん
ど
中
止
さ
れ
る

事
態
が
い
ま
だ
続
い
て
い
ま

す
が
、
修
徳
社
協
は
下
京
区

社
協
の
全
面
的
な
支
援
の
下
、

学
区
社
協
と
し
て
で
き
る
か

ぎ
り
の
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
学
区
民
の
皆
様
に
も
賛

助
金
募
集
等
、
経
済
的
に
も

厳
し
い
状
況
に
も
関
わ
ら
ず

温
か
い
お
気
持
ち
を
か
け
て

い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
既
に
健
康
す
こ

や
か
学
級
を
２
回
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
（
４
月
の
桜
祭

り
コ
ン
サ
ー
ト
、
８
月
の
大

船
鉾
お
囃
子
）
予
想
外
の
多

く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
あ
と
３
回
の
す

こ
や
か
学
級
、
例
年
通
り
９

月
の
敬
老
祝
い
配
布
、
12
月

の
寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
昨
年
は
寝
具
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
に
多
く
の
申
込
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
一
部
の
方
に

は
ご
遠
慮
い
た
だ
き
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年

度
は
数
量
を
限
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
方
が

利
用
で
き
る
よ
う
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
人
と
の

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
は
あ
る
程
度

取
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
を
工

夫
し
、
人
と
の
繋
が
り
は
絶

や
し
た
く
な
い
も
の
で
す
。

社
協
と
し
て
は
高
齢
者
を
中

心
に
一
人
で
も
引
き
籠
も
り

の
方
が
少
な
く
な
る
よ
う
、

感
染
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら

行
事
を
実
施
し
て
行
く
つ
も

り
で
す
。

　

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

つ
で
す
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
経
済
的
な
面
で
は
ま

だ
ま
だ
回
復
の
見
通
し
が
つ

か
な
い
状
況
の
中
、
開
催
の

賛
否
が
あ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
少

し
の
間
コ
ロ
ナ
を
忘
れ
て
応

援
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

修
徳
学
区
も
数
年
の
間
に

街
並
み
も
変
わ
り
、
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
や
簡
易
ホ
テ
ル
が
急

増
し
た
も
の
が
今
で
は
コ
ロ

ナ
渦
で
観
光
客
が
激
減
し
、

マ
ン
シ
ョ
ン
へ
と
用
途
が
変

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
様
な
中
、
去
年
に
引

き
続
き
本
年
度
も
総
会
を
始

め
夏
祭
り
・
運
動
会
な
ど
殆

ど
の
行
事
が
中
止
と
な
り
、

本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
各
地
で
自
然
に
よ

る
災
害
に
あ
わ
れ
、
被
災
さ

れ
た
方
も
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　

修
徳
学
区
で
は
、
福
祉
施

設
修
徳
４
階
せ
ん
だ
ん
ホ
ー

ル
が
避
難
場
所
と
な
っ
て
お

り
災
害
時
に
備
え
て
の
情
報

収
集
の
為
に
Wi-

Fi
が
必
要

と
な
り
設
置
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
修
徳
自
治
連

合
会
は
学
区
民
の
安
心
安
全

の
為
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
の
程
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
度
こ
そ
は
皆
様
と
共

に
行
事
が
出
来
る
事
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

７
月
24
日
第
４
土
曜
日
。

　

猛
暑
に
も
拘
ら
ず
家
庭
の

資
源
ご
み
を
76
世
帯
、
ご
家

族
で
持
参
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
も
あ
り
、
皆
様
に
は
ご

協
力
の
程
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
為
に
整
理
し
、

集
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
京
都
市
の
ご
み

減
量
課
の
方
に
は
土
曜
日
の

休
日
で
し
た
が
８
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
連
合
会
長
に
は
毎
回

お
世
話
に
な
り
一
同
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

恒
例
の
「
天
ぷ
ら
廃
油
回

　

令
和
３
年
９
月
。
す
こ
や

か
ク
ラ
ブ
京
都
（
京
都
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
よ

り
、
こ
の
た
び
金
婚
の
佳
節

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
、
三
並

敏
克
・
悦
子
ご
夫
婦
（
深
草

　

防
犯
推
進
協
議
会
の
令
和

２
年
度
の
防
犯
活
動
、
会
合
、

会
議
等
は
自
粛
し
ま
し
た
。

　

自
粛
の
判
断
は
警
察
と
相

談
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
も
現
在
活
動

を
中
止
し
て
い
ま
す
。

町
）、
野
田
良
夫
・
映
子
ご

夫
婦
（
中
野
之
町
）
の
２
組

が
金
婚
の
お
祝
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
謹
ん
で
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
は
、
11
月
26

日
（
金
）
に
交
通
対
策
協
議

会
と
合
同
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
、

12
月
下
旬
に
年
末
特
別
警
戒

活
動
の
予
定
で
す
。

　

会
議
、
会
合
等
は
自
粛
継

続
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
修
徳
学
区

募
金
活
動
に
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

例
年
は
赤
十
字
社
よ
り
募

金
活
動
の
御
礼
と
し
て
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
（
１
箱
５
０
０
ml

×
24
本
入
り
）
５
箱
を
災
害

時
備
蓄
物
品
と
し
て
受
け
取

っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２

年
度
は
多
種
防
災
グ
ッ
ズ
か

ら
選
択
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

自
主
防
災
会
と
相
談
し
①
手

回
し
ソ
ー
ラ
ー
ラ
ジ
オ
×
１

収
」
は
毎
月
第
４
土
曜
日
で

す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
ご
み
減
量
推
進
委
員
会
一
同
）

個　

②
Ｌ
Ｅ
Ｄ
懐
中
電
灯
×

３
個　

③
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
（
大
判
20
枚
入
×
30
パ

ッ
ク
）
×
５
箱　

合
計
約
３

万
円
相
当
を
令
和
３
年
３
月

に
受
領
し
修
徳
自
主
防
災
会

に
引
き
渡
し
ま
し
た
こ
と
を

報
告
い
た
し
ま
す
。

森

　

修

司

修
徳
自
治
連
合
会　

会
長

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

ご
み
減
量
推
進
委
員
会
活
動
報
告

青

木

善

一

修
徳
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長

日
本
赤
十
字
社

　
修
徳
学
区
奉
仕
団
活
動
報
告

修和会

金
婚
の
佳
節
を
表
彰

中

村

正

和

修
徳
学
区
日
本
赤
十
字
社
奉
仕
団

間

場

照

夫

支
部
長

防
犯
推
進
協
議
会
修
徳
支
部

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動

ご
挨
拶

令
和
３
年
度
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表
彰
関
係
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

転

出
お
元
気
で

訃

報
お
悔
み

申
し
ま
す

転

入
よ
ろ
し
く

井

上

英

也

山

岸

裕

明

西

山

高

弘
中
野
之
町　

令
和
２
年
度
町
内
会
長

修
徳
体
育
振
興
会　

会
長

自
主
防
災
会　

副
会
長

（
敬
称
略
）

　

中
野
之
町
内
維
持
管
理
の

「
亀
山
稲
荷
神
社
」
の
鳥
居
・

駒
札
・
社
殿
の
玉
垣
が
、
令

和
２
年
度
に
改
修
・
新
調
さ

れ
11
月
３
日
（
火
）
報
告
祭

を
催
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
は
江
戸
時
代
の
丹

波
亀
山
（
亀
岡
）
藩
、
京
屋

敷
跡
地
で
そ
こ
に
祀
ら
れ
て

い
た
の
が
白
瀧
大
明
神
で

す
。
明
治
維
新
の
神
仏
分
離

令
で
、
月
見
町
の
大
泉
寺
の

花
月
大
明
神
が
合
祀
さ
れ
ま

　

令
和
２
年
11
月
２
日

（
月
）
京
都
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

に
於
い
て
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
（
前
会
長
）
と
し
て

多
田
啓
子
様
（
布
屋
町
）
が

在
職
期
間
24
年
を
迎
え
、
厚

生
労
働
大
臣
の
特
別
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

令
和
２
年
２
月
９
日

（
日
）
に
せ
ん
だ
ん
ホ
ー
ル

に
於
い
て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
参
加
町
が
例
年
よ

り
少
な
く
ス
タ
ッ
フ
も
審
判

だ
け
で
な
く
プ
レ
ー
に
参
加

し
約
20
人
弱
の
メ
ン
バ
ー
に

て
親
睦
い
た
し
ま
し
た
。

　

毎
年
11
月
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
避
難
訓
練
、
令
和
２

年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
避
難
所
設
置
に

つ
き
ま
し
て
は
今
ま
で
と
違

い
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
対

策
が
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

令
和
２
年
12
月
26
日

（
土
）
の
第
６
回
会
議
で
は
、

自
治
連
合
会
会
長
と
副
会
長

も
参
加
し
て
頂
き
、
先
日
京

都
市
か
ら
配
布
さ
れ
た
段
ボ

ー
ル
製
の
簡
易
ベ
ッ
ト
と
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み
立
て

を
実
施
し
て
み
ま
し
た
。

　

こ
の
ベ
ッ
ド
は
避
難
し
て

来
ら
れ
た
高
齢
者
用
で
は
な

く
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
感

染
の
可
能
性
が
あ
り
そ
う
な

方
用
の
一
時
的
な
物
で
、
使

用
後
は
使
い
回
し
を
せ
ず
に

焼
却
処
分
す
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
様
に
自
主
防
災
会
で

は
、
避
難
所
開
設
に
必
要
な

知
識
や
物
資
等
を
話
し
合
い
、

実
際
に
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

等
を
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

し
た
。
稲
荷
神
社
の
下
に
は
、

穴
蔵
が
あ
り
神
の
使
い
の
狐

が
財
宝
を
蓄
め
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
蓄
財
富
有
に
霊

験
灼
（
れ
い
げ
ん
あ
ら
た
）

か
で
す
。

　

御
詣
り
賜
れ
ば
幸
甚
で
す
。

 

令
和
２
年
10
月
15
日

自
治
記
念
式
典
・
表
彰
者

未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

推
進
表
彰

　

花
井　

紘
一
（
亀
屋
）

未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

推
進
表
彰

　

松
井
よ
し
み
（
大
堀
）

未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　

推
進
表
彰

　

北
岡　

展
子
（
御
供
石
）

　
　
　
　
　

市
民
憲
章
推
進
者
表
彰
者　

　

平
井　

隆
夫
（
高
砂
）

令
和
２
年
10
月
22
日

京
都
府
更
生
保
護

　
　
　

女
性
連
盟
会
長
表
彰

　

谷
口
よ
し
子
（
富
永
）

令
和
２
年
11
月
２
日

下
京
民
生
児
童
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

会
長
表
彰

・
民
生
委
員

　

花
水　

知
子
（
小
田
原
）

　

八
木　

彩
世
（
富
永
）

・
老
人
福
祉
委
員

　

中
村
千
恵
美
（
玉
津
島
）

令
和
２
年
11
月
５
日

日
本
赤
十
字
社
献
血
功
労
表
彰

　
　
　
　
　

支
部
長
感
謝
状

　

多
田　

啓
子
（
布
屋
）

令
和
２
年
11
月
12
日

京
都
市
生
涯
学
習

　
　
　
　

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

川
成
由
美
子
（
大
江
）

京
都
市
生
涯
学
習

　
　
　
　
　

行
政
推
進
会
議

　

川
成
由
美
子
（
大
江
）

　

西
光
堂
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

　

入
江　

真
吾
（
中
野
之
）

　
　
　
　
　

令
和
２
年
８
月

　

Ｊ
サ
イ
ク
ル

　

小
管　

尊
治
（
中
野
之
）

　
　
　
　
　

令
和
２
年
８
月

　

推
津
堅
太
郎
（
材
木
）

　
　
　
　
　

令
和
２
年
３
月

　

西
山　

政
夫
・
洋
子

　
　
　
　
　
　
（
中
野
之
）

　
　
　
　
　

令
和
２
年
７
月

　

吉
村　

俊
一
（
深
草
）

　
　
　

令
和
２
年
12
月
５
日

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
72

　

数
井　

晴
次
（
玉
屋
）

　
　
　

令
和
２
年
12
月
25
日

　

櫻
田　

文
子
（
材
木
）

　
　
　

令
和
２
年
12
月
31
日

　
　
　
　
　
　
　
　

享
年
93

令
和
２
年
度

令
和
２
年
度

亀
山
稲
荷
神
社
の
改
修
・
新
調

令
和
２
年
度
の
活
動
報
告

修徳民生児童委員会修徳民生児童委員会

〈結果報告〉

厚生労働大臣
特別表彰を授賞

令
和
２
年
度

令
和
２
年
度

優
勝　
材
木
町
混
成
チ
ー
ム

２
位　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
同
好
会
チ
ー
ム

３
位　
大
江
町
チ
ー
ム ソ

フ
ト
バ
レ
ー
大
会

2令和３年10月１日み ん な で 築 こ う 楽 し い 修 徳


